
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
日
頃
よ

り
思
川
開
発
事
業
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
南
摩
ダ
ム
関
係
者
の

皆
様
方
と
は
生
活
再
建
に
向
け
た

補
償
契
約
を
鋭
意
進
め
る
と
と
も

に
、
西
沢
集
団
移
転
地
（
光
ヶ
丘

団
地

上
南
摩
集
団
移
転
地

思

）
、

（

い
川
団
地
）
へ
の
移
転
及
び
個
人

移
転
の
方
々
の
移
転
も
着
実
に
進

。

、

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

ま
た

ダ
ム
サ
イ
ト
直
下
流
の
室
瀬
地
区

に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
８
月

に
一
部
の
方
を
除
き
、
ダ
ム
容
認

へ
の
方
針
転
換
を
ご
英
断
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
室
瀬
協

議
会
の
皆
様
方
と
話
し
合
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
勿
論
の
こ

と
、
事
業
に
対
し
て
ご
理
解
が
得

ら
れ
て
い
な
い
方
に
対
し
て
も
ご

理
解
と
ご
協
力
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
努
め
て
参
り
ま
す
。

一
方
、
導
水
路
、
取
水
・
放
流

工
の
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
先
ず
、
取
水
・
導
水
地
区
の

皆
様
方
へ
の
事
業
に
対
す
る
不
安

を
解
消
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
考

。

、

え
て
お
り
ま
す

そ
の
た
め
に
は

河
川
水
を
利
用
し
て
い
る
皆
様
方

に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
な
い
こ
と

と
、
黒
川
の
水
量
が
不
足
す
る
と

き
に
は
南
摩
ダ
ム
か
ら
貯
留
水
を

補
給
す
る
効
用
が
あ
る
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
地
元
の
皆
様
方
に

説
明
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
権
者
の
皆
様
方

を
は
じ
め
地
元
の
関
係
団
体
、
地

域
住
民
の
皆
様
方
、
関
係
行
政
機

関
、
引
い
て
は
ユ
ー
ザ
ー
や
国
民

の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で
、
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。、

、

昨
年
は

私
た
ち
に
と
っ
て
は

水
資
源
開
発
公
団
も
国
の
行
政
改

革
に
よ
り
、
独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
と
名
称
も
変
わ
り
、
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
栃
木
県
水
資

源
対
策
室
、
鹿
沼
市
水
資
源
対
策

室
、
水
資
源
機
構
に
よ
り
、
二
つ

集
団
移
転
地
の
造
成
整
備
も
完
成

し
、
集
団
、
個
人
の
移
転
も
急
速

に
進
み
ま
し
た
。

有
余
年
、
梶
又
小
学
校
は
、

120
教
育
に
限
ら
ず
、
地
域
文
化
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
の
役
目
も
終
わ
り

２
０
０
４
年
３
月

日
閉
校
。
静

27

か
に
そ
の
日
を
待
つ
。
水
没
移
転

者
は
、
先
祖
よ
り
継
承
し
、
住
み

慣
れ
た
ふ
る
さ
と
に
万
感
の
思
い

を
断
ち
、
新
天
地
を
起
点
に
生
活

が
定
着
す
る
の
は
、
何
時
に
な
る

か
。
心
は
水
没
予
定
地
、
ふ
る
さ

と
に
。

荒
涼
と
変
化
し
た
中
に
ま
だ
す

む
家
と
空
き
家
が
点
在
し
、
複
雑

な
思
い
で
す
。

し
か
し
、
現
実
を
し
っ
か
り
と

見
極
め
て
、
生
活
再
建
を
子
々
孫

々
ま
で
後
顧
の
憂
い
な
く
繁
栄
す

る
か
否
か
が
、
一
人
一
人
の
考
え

と
努
力
に
よ
り
決
ま
る
大
切
な
時

で
す
。

経
済
、
社
会
情
勢
、
厳
し
い
時

で
す
が
、
思
川
南
摩
ダ
ム
事
業
の

一
環
と
し
て
、
下
流
利
水
者
と
水

源
地
が
交
流
の
場
を
、
各
関
係
者

協
力
に
よ
り
作
り
、
水
（
思
川
事

業
）
の
大
切
さ
を
理
解
し
合
う
学

び
の
場
こ
そ
、
あ
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

、

、

ダ
ム
事
業
も
一
日
も
早
く

県

市
、
水
機
構
の
協
力
に
よ
っ
て
、

水
特
事
業
も
上
下
流
の
利
害
の
調

整
、
利
水
、
治
水
問
題
も
解
決
を

す
る
こ
と
と
共
に
、
生
活
再
建
と

地
域
整
備
振
興
が
一
日
も
早
く
達

成
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
上
南
摩
・
西
沢
集
団

移
転
代
替
地
の
造
成
工
事
が
完
成

し
、
ダ
ム
建
設
に
伴
い
移
転
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
方
々
の
住
宅
建
設

も
進
む
と
と
も
に
、
個
人
移
転
さ

れ
る
大
半
の
方
も
契
約
を
完
了
す

る
な
ど
、
生
活
再
建
に
向
け
て
の

道
筋
も
、
概
ね
見
え
て
き
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

本
年
は
、
移
転
対
象
者
の
生
活
再

建
は
も
と
よ
り
、
ダ
ム
建
設
に
伴

う
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
地
域

整
備
に
つ
き
ま
し
て
、
地
元
鹿
沼

市
及
び
水
資
源
機
構
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
な
お
一
層
の
努
力
を
し

て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
さ
ら
な
る

御
理
解
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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河
川
の
連
携
・
地
域
を
つ
な
ぐ
明
日
へ
の
水

思
川
開
発

か

わ

思
川
開
発
事
業
の
平
成

年
度
予
算
額
が
、
平
成

年

16

15

12

月

日
に
主
務
省
（
国
土
交
通
省
）
か
ら
内
示
が
あ
り
ま
し

22
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成

年
度
の
思
川
開
発
事
業
は
、
南
摩
ダ
ム
の
水
没
地

16

権
者
の
生
活
再
建
を
完
了
さ
せ
る
べ
く
、
栃
木
県
及
び
鹿
沼

市
等
の
関
係
行
政
機
関
と
十
分
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
室

瀬
地
区
（
ダ
ム
直
下
流

、
上
南
摩
地
区
（
代
替
地
・
付
替

）

県
道
・
整
備
事
業

、
取
水
・
導
水
地
区
（
黒
川
・
大
芦
川

）

・
荒
井
川
）
等
の
地
域
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
、
早
期
の
用
地
取
得
に
向
け
て
、
事
業
の
進
捗

を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
の
予
算
は
、

億
９
千
万
円
の
内
示
を
受
け

16

61

ま
し
た
。
こ
の
内
の
約

％
に
あ
た
る
約

億
５
千
万
円
が

75

46

補
償
費
で
す
。
さ
ら
に
、
約

億
円
の
民
間
資
金
を
借
り
入

30

れ
、
南
摩
ダ
ム
の
水
没
地
権
者

世
帯
及
び
室
瀬
地
区
移
転

78

対
象
者
の
生
活
再
建
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
付
替
県
道
に
つ
い
て
は
、
付
替
始
点
部
（
杓
子
沢

）

。

工
区

の
地
権
者
の
ご
協
力
の
も
と
用
地
取
得
を
図
り
ま
す

次
に
、
測
量
及
び
調
査
等
に
つ
い
て
は
、
特
に
室
瀬
地
区

の
測
量
及
び
技
術
・
用
地
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
付

替
県
道
の
用
地
測
量
及
び
技
術
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
導
水
路
関
係
で
は
、
地
下
水
等
の
継
続
調
査
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
は

「
安
全
で
良
質
な
水
を

、

」

。

安
定
し
て
安
く
お
届
け
す
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す

思
川
開
発
建
設
所
も
、
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
、
利
水
者
の
皆

様
の
声
を
よ
り
一
層
業
務
に
反
映
す
べ
く
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆事業の最新情報を皆様にお伝えします☆



調
査
実
施
に
当
た
り
、
地
元
自

治
会
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
も
と
順
調
に
進

ん
で
お
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
荒
井
川
沿
い
の
加
蘇
地

区
で
は
、
飛
行
機
に
よ
る
地
形
測

量
の
実
施
（

月
末
日
完
了

、
）

11

地
層
の
境
界
面
を
広
範
囲
に
調
べ

る
た
め
の
弾
性
波
探
査
調
査
（
11

月
中
旬
完
了

、
そ
の
調
査
結
果

）

を
検
証
し
、
地
層
・
地
質
の
状
況

を
調
べ
る
た
め
、
地
質
サ
ン
プ
ル

を
採
取
す
る
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

（
現
在
実
施
中
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
調
査
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
加
蘇
地
区
の
地
形
や
地
質

・
地
下
水
の
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

思
川
開
発
事
業
で
は
、
加
蘇
地

区
の
地
下
を
導
水
路
が
通
過
す
る

計
画
と
し
て
お
り
、
皆
様
方
が
日

頃
お
使
い
に
な
ら
れ
て
い
る
地
下

水
等
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
な

構
造
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
調
査
デ
ー
タ
を

も
と
に
検
討
を
行
い
、
深
さ
や
構

造
、
ル
ー
ト
の
検
討
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
地
表
付
近
で
人

工
的
に
小
さ
な
振
動
を
発
生
さ
せ

（
弾
性
波

、
そ
の
振
動
が
地
中

）

を
伝
わ
る
伝
播
速
度
（
伝
わ
る
速

度
）
か
ら
地
盤
の
硬
さ
や
軟
ら
か

さ
等
を
把
握
す
る
も
の
で
す
。

以
下
は
作
業
イ
メ
ー
ジ
と
実
際

行
っ
た
作
業
状
況
で
す
。

弾 性 波 探 査

地中の地質状況（地盤の硬さ等）を調査します

地表

柔らかい地層

硬い地層

受信機
振動

思
川
開
発
建
設
所
で
は
、
水
資

源
開
発
公
団
か
ら
独
立
行
政
法
人

水
資
源
機
構
へ
昨
年
の

月
に
移

10

行
し
た
こ
と
も
含
め
、
思
川
開
発

事
業
を
よ
り
広
く
一
般
の
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
地
元

鹿
沼
市
の
方
々
と
の
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昨
年

月
11

に
開
催
さ
れ
た
「
か
ぬ
ま
産
業
交

流
フ
ェ
ア
」
へ
、
説
明
パ
ネ
ル
等

の
出
展
を
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
様
子
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

受信機

作業状況

「
か
ぬ
ま
産
業
交
流
フ
ェ
ア
」

は
、
鹿
沼
市
の
産
業
紹
介
や
特
産

品
の
展
示
・
即
売
を
行
い
、
市
内

産
業
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
鹿

沼
市
及
び
産
業
界
の
一
層
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
に
は
農
協

関
係
者
や
鹿
沼
市
内
の
企
業
な
ど

幅
広
い
分
野
か
ら
参
加
が
あ
り
、

各
々
の
特
色
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン

ト
や
物
販
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

当
建
設
所
で
は
事
業
に
関
す
る

ク
イ
ズ
を
実
施
し
ま
し
た
。
ク
イ

ズ
は
展
示
し
て
あ
る
パ
ネ
ル
の
中

に
答
え
が
書
い
て
あ
る
た
め
、
一

生
懸
命
パ
ネ
ル
を
読
む
方
々
の
人

垣
が
出
来
る
ほ
ど
盛
況
と
な
り
、

２
日
間
で
約
３
０
０
人
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に

親
子
連
れ
の
姿
が
目
立
ち
、
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
ク
イ

ズ
に
参
加
す
る
子
供
達
の
姿
で
終

日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ク
イ
ズ
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト

に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き

「
環

、

」
、

境
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と

「

」

コ
ス
ト
縮
減
を
実
施
す
る
こ
と

な
ど
の
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
、
今
後
、
事
業
を
進
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
う
え
で
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
当
事
業
を
多
く
の
皆

様
に
ご
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば

当
建
設
所
と
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
資
源
開
発

公
団
は
、
昨
年独

月
１
日
に

10立
行
政
法
人
水
に
生

資
源
機
構

ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
単
な
る
看
板
の
掛
け
替
え

と
言
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

公
魂
民
才
を
経
営
理
念
と
し
て
、

お
客
様
で
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様

に
「
安
全
で
良
質
な
水
を
安
定
し

て
安
く
お
届
け
す
る
こ
と
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
事
業
を
進
め
て
参
り
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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その④「世界の水紛争」

２１世紀は、人類が水問題に正面から向き合
う「水の世紀」とも言われています。
地球温暖化の影響が広がる中で、世界で４番
目に大きな湖であるアラル海は湖水面積の約６
割が減少し、黄河やコロラド川などでしばしば
断流現象（川の水が途切れる現象）が発生する
など、世界の主要湖沼・河川での枯渇現象が進
んでいます。
さらに、世界各地では人口が急増し、水不足
が深刻化しています。ある国が自国の水を確保
するために、国境を越えて流れている国際河川
を一方的に分水したり汚染したりすることが原
因で、水をめぐる地域紛争が各地で発生してい
ます。
水をめぐる紛争には、各国の経済・社会・政
治などが複雑に関係しており、問題解決のため
には国際機関、各国政府、ＮＧＯなどの幅広い
国際協力が求められています。

世界の水紛争ＭＡＰ

※現在、水問題で紛争中の地域

参考文献 「第３回世界水フォーラム事務局資料 ・ 村上雅博氏資料より作成」」 「

その⑦

科マンサク
マンサク（満作）

Hamamelis japonica

花期：３～４月
分布：本州太平洋側
四国,九州

撮影：南摩

マンサクは落葉の低木で、関東地方以西の本州・
四国・九州に分布します。葉が出る前に4枚の黄色
いリボン状の花を咲かせ、春の訪れをいち早く知ら

花を咲せてくれます。冬木立ちの中では、やばやと
かせるため、その美しさが際だちます。
葉の形は菱形から広卵形の左右不対称で、変わっ
た形をしています。
鹿沼の平地林では、節分の頃から見られます。南
摩では沢筋近くの雑木林で見ることができます。今
年は暖冬ですので例年より1週間から10日程度早く
開花するのでは。
マンサクの語源は、花が枝にびっしり覆って咲く
ことから 「豊年満作」の「満作」の意味であると、
いう説と、春が近づくと枯れ木の中に黄色い花をい
ち早くつけること、または春の訪れをいち早く教え
てくれることから 「まず咲く」がなまってマンサ、
クに変化したという説があります。
また、マンサクは稲作の吉凶を占う植物ともい
われており、花がたくさん咲いた年は豊作だそう
です。私たち職員も、マンサクの花がたくさん咲
くことを願っております。


